
大
目
次
／

想

像
の

さ
ま

ざ
ま
－

意
味
世
界
を
開
く
－

本

書
を
読

む
に
当

た
っ
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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序
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第
Ｉ
部
　

想
像
と
現
実
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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１７

第
１

章
　

現
実
と
の
間

合
い
か
ら
み

る
想
像

の
さ
ま
ざ

ま

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
1
8

第
２

章
　

想
像
す
る
人
の
基
本
的
現
実
－

現
在
と
過
去
の
経
験
－

…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
4
6

第
Ⅱ
部
　

現
実
の
次
元
と
意
味
次
元

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
3

第
３
章
　

知
っ
て
い
る
こ
と
と
意
味
事
象
－

物
的
事
象
に
つ
い
て
知
る
・
知
っ
て
い
る
－

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
　
8
4

第
４
章
　

言
　

葉
－

操
る
こ
と
が
容
易
な
意
味
事
象
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
描
け
る
と
い
う
こ
と
を
焦
点
に
－

…
…
…
…
…
…

１３３

第
５
章
　

想

い
浮
か

べ
と
意
味
事
象

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
7
3

第
Ⅲ

部
　

物
的
現
実
を
目
が
け
る
想
像
－

想
い
浮
か
べ
る
仕
方
で
の
想
像
と
諸
々
の
意
味
事
象
間
の
関
係
を
利
用
す
る
想
像
―

…
…
…
…
3
2
7

第
６
章
　

物
的
現
実

を
目

が
け
る
想
像

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３２８

第
７
章
　
想
像
と
知
識
の
蓄
積
・
知
識
の
利
用
―
想
像
に
お
け
る
意
味
事
象
呼
び
出
し
の
方
向
と
知
識
の
集
約
・
知
識
の
有
り
よ
う
の
さ
ま
ざ
ま
－
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
6
1

第
Ⅳ

部
　
人

と
人

が
関
与

し
た
も
の
に
対
す
る
敏
感

さ
と

想
像

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４８５

第
８
章
　

人
と

い
う
知
覚
対
象

と
人

に
関

す
る
想
像

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4
8
6

第
９
章
　

人

が
関
与
し
て
残
し

た
も
の
の
意
味
を
探
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５４６

第
Ｖ
部
　

像
－

空
間
規
定
を
作
り
出
す
・
像
と
そ
れ
が
意
味
す
る
事
柄
－

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
5
8
1

第
1
0章
　

地
　

図
－

「
空
間
形
式
で
何
か
を
示
す
像
」
と
い
う
主
題
に
向
け
て
－

…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…

宋

第
1
1章
　

彫
　

像
－

現
実
世
界
の

ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
創
り
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
何
か
を
表
す
－

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
5
9
7

第
1
2章
　

絵
－

強
く
制
約
さ
れ
た
想
像
・
場
所
の
問
題
－

…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…

６５Ｏ

第
1
3章
　

演
　

劇
－

虚
構
の
世
界
と
出
来
事
－

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
7
6
6

結
　

び
　

自
己
像
と
哲
学

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
1
7

本
書
執
筆
の
経
緯
に
つ

い
て
Ｉ

あ
と
が
き
に
代
え
て
－

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
8
3
5



本

書

を

読

む

に

当

た

っ

て

…
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…

…
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…

…

…
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１

序

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
　

３

（
１）

想

像

は

広

大

な

領

域

を

人

間

に

開

く
　

３

（
２）

本

書

は

言

葉

で

叙

述

す

る

こ

と

で

成

り

立

っ

て

い

る
　

５

（
３）

本

書

の

構

成
　

８

（
４）

「

想

像

が

意

味

世

界

を

開

く

」

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て
　
1
2

第

１

部
　

想

像

と

現

実

・

・
・

１ ７

第

１

章
　

現

実

と

の

間

合

い

か

ら

み

る

想

像

の

さ

ま

ざ

ま

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
1
8

第

１

節
　

曖

昧

な

現

実

と

判

っ

き

り

し

た

も

の

と

し

て

の

想

像
　

１８

（
１）

想

像

と

現

実

と

の

対

比

－

現

実

と

は

何

か

は

分

か

り

き

っ

て

い

る

と

い

う

前

提

だ

が

…

…

－
　
1
8

（
２）

想

像

内

容

は

想

像

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

の

み

生

み

出

さ

れ

る

－

想

像

す

る

と

は

ど

う

い

う

こ

と

か

は

想

像

す

る

人

に

は

分

か

っ

て

い

る
ｰ
　
2
3

（
３）

現

実

に

無

頓

着

な

想

像

（

空

想

）

と

現

実

を

目

が

け

る

想

像
　
2
5

第

２

節
　

現

実

の

評

価

と

想

像
　
2
7

（
１）

現

実

か

ら

外

れ

て

い

る

こ

と

を

願

い

な

が

ら

の

想

像
　
2
7

（
２）

無

知

と

想

像
　
2
9

（
３）

現

実

に

反

す

る

こ

と

の

想

像

－

現

実

の

評

価

－
　
3
0

（
４）
現
実
を
背
景
に
し
た
空
想
－

憧
れ
や
逃
避
―
　
3
4

（
５）
現
実
を
引
き
寄
せ
る
想
像
１

行
動
を
導
く
想
像
－
　
3
7

（
６）
未
来
の
予
想
と
い
う
想
像
　

３９

（
７）
想
像
の
素
材
と
し
て
の
知
識
－

三
つ
の
知
り
方
と
論
ず
べ
き
課
題
－
　
4
1

第

２

章
　

想

像

す

る

人

の

基

本

的

現

実

―

現
在

と
過

去
の
経
験
－

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
4
6

第
１
節
　

現
在
と

い
う
も

の
と
そ

の
定

ま
り
に
つ
い
て
　
4
6

（
１）
現
実
の
時
間
性
に
つ
い
て
Ｉ

現
在
と
い
う
時
間
と
不
可
分
の
現
実
1
　
4
6

（
２）
「
私
か
存
在
し
て
い
る
時
」
と
い
う
現
在
の
内
容
　
4
8

（
３）
移
り

ゆ
く
時
間
と
現
在
の
幅
　
5
6

第
２
節
　

知
覚

の
現
在
と
過
去

の
事
柄
　
5
8

（
１）
八
分
前
の
太
陽
を
見
る
？
－

知
覚
対
象
の
存
在
と
場
所
の
重
要
性
－
　
5
8

（
２）
推
論
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
と
経
験
し
た
か
ら
知
っ
て
い
る
こ
と
　

Ｏ

（
３）
「
経
験
し
た
か
ら
知
っ
て
い
る
」
？
－

ど
う
い
う
経
験
を
材
料
に
考
え
る
か
―
　
6
6

付
論
①
　

居
合

わ
せ
る
と
い
う
こ
と
－

知
覚
す
る
私
の
現
在
・
知
覚
事
象
の
現
在
と
過
去
－
　
7
2

（
１）
居
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
と
他
の
知
覚
す
る
人
　
7
2

（
２）
知
覚
す
る
私
の
現
在
・
知
覚
事
象
の
現
在
と
過
去
①
－

現
在
の
知
覚
内
容
は
知
覚
対
象
の
過
去
の
姿
か
・
現
在
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ

う
に
定
め
る
の
か
－
　
7
4

（
３）
知
覚
す
る
私
の
現
在

。
知
覚
事
象

の
現
在
と
過
去
②
ｉ

す
ぺ
て
の
も
の
は
時
の
流
れ
の
最
先
端
に
在
る
こ
と
・
居
合
わ
せ
る
人
そ
れ
ぞ

れ
の
知
覚
空
間
の
重
な
り
合
い
－
　
7
8



第

Ⅱ

部
　

現

実

の

次

元

と

意

味

次

元

．
．

８４

第

３

章
　

知

っ

て

い

る

こ

と

と

意

味

事

象

－

物

的

事

象

に

つ

い

て

知

る

・

知

っ

て

い

る

－

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
8
4

第

１

節

「
匂

い

を

嗅

ぐ

」
こ

と

と

「
匂

い

を

知

っ

て

い

る

」
こ

と
　
8
4

（
１）

「
知

る

こ

と

」
の

前

に

「
知

っ

て

い

る

」
と

は

ど

の

よ

う

な

こ

と

か

を

調

べ

る
　
8
4

（
２）

嗅

覚

を

取

り

上

げ

る

理

由
　
8
7

（
３）

「

こ

の

匂

い

は

…

…

」

－

匂

い

を

嗅

ぐ

こ

と

や

行

動

す

る

こ

と

と

匂

い

の

内

容

を

確

認

す

る

こ

と
－
　

９０

（
４）

「
匂

い

を

嗅

ぐ

」

こ

と

と

匂

い

を

「
知

る

」
こ

と
－

意

味

事

象

と

し

て

の
「
知

っ

て

い

る

匂

い
」
－
　
9
4

（
５）

反

復

と

反

復

と

し

て

捉

え

る

こ

と
　
1
0
4

（
６）

想

い

出

し

－

「
知

っ

て

い

る
」
こ

と

が

あ

や

ふ

や

に

な

る

場

合
－
　

１０７

（
７）

匂

い

を

想

い

出

す

と

い

う

こ

と

の

内

実
　
1
0
9

（
８）

想

い

出

す

こ

と

に

お

け

る

空

間

規

定

の

必

要

性
　

１１４

（
９）

「

こ

の

匂

い

は

知

っ

て

い

る

、

桃

の

匂

い

だ

」

－

桃

一

般

と

そ

の

匂

い

一

般

・

想

い

出

し

の

不

要
－
　
1
1
6

第

２

節
　

意

味

事

象

－

意

味

事

象

化

と

し

て

の

知

る

こ

と

・

意

味

事

象

と

し

て

の

知

っ

て

い

る

も

の

．
想

い

出

す

も

の
－
　
1
1
9

（
１）

想

い

出

す

も

の

と

知

っ

て

い

る

内

容

と

の

同

質

性

１

時

間

的

な

現

実

を

離

れ

た

意

味

事

象
－
　

１１９

（
２）

「
嗅

い

で

い

る

匂

い

」
を

「
初

め

て

嗅

ぐ

匂

い

と

し

て

知

る

」
こ

と
－

意

味

事

象

化

－
　
1
2
4

（
３）

或

る

も

の

に

つ

い

て

の

知

識

と

想

像
　
1
2
7

第

４

章
　

言
　

葉

－

操

る

こ

と

が

容

易

な

意

味

事

象

．

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

を

描

け

る

と

い

う

こ

と

を

焦

点

に

－

．
．

．
　

１３３

第

１

節
　

音

・

立
目
声

と

文

・

語
　
　

１３３

（
１）

作

用

す

る

も

の

と

し

て

の

音

・

聞

き

分

け

て

出

し

分

け

る

こ

と

が

で

き

る

音

声
　

１３３

（
２）

音

声

の

Ｉ
区

切

り

－

時

間

に

従

っ

た

区

切

り

の

連

鎖

と

文
－
　

１３６

（
３）
語
の
意
味
に
つ
い
て
Ｉ

辞
書
の
記
述
・
諸
々
の
語
が
つ
く
る
意
味
世
界
－
　
1
4
2

（
４）
「
主
部
・
述
部
」
と
い
う
構
造
－

時
間
的
観
点
の
重
要
性
・
作
用
す
る
音
声
か
ら
何
か
を
述
べ
る
言
葉
ヘ－
　
1
5
2

（
５）
音
声
と
特
定
の
も
の
と
の
結
び
つ
き
・
何
か
を
指
す
名
と
い
う
性
格
を
も
つ
語
と
そ
の
一
般
化
①
－

呼
び
か
け
ら
れ
る
こ
と
・

呼
び
か
け
る
人－
　
1
5
9

（
６）
音
声
と
特
定
の
も
の
と
の
結
び
つ
き
・
何
か
を
指
す
名
と
い
う
性
格
を
も
つ
語
と
そ
の
一
般
化
②
－

物
の
名
・
初
め
か
ら
一
般

性
を
も
っ
て
行
動
や
様
態
と
結
び
つ
く
音
声
－
　
1
6
6

（
７）
否
定
の
振
る
舞
い
と
不
在
の
事
柄
（
物
的
事
象
）
を
指
す
語
　
1
6
9

第
２
節
　
語
の
意
味
と
語
が
言
い
表
す
概
念
　
１７３

（
１）
物
的
な
物
と
名
詞
－

分
節
的
知
覚
と
行
動
の
対
象
－
　

１７３

（
２）
主
語
の
位
置
に
く
る
も
の
－

名
詞
一
般－
　
1
7
6

（
３）
「
学
校
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
二
つ
の
仕
方
　
1
7
9

（
４）
概
念
と
言
葉
－

複
合
的
意
味
事
象
・
辞
書（
辞
典
）
と
は
異
な
る
事
典
の
叙
述－
　
1
8
4

（
５）
言
葉
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
概
念
　
1
9
7

（
６）
概
念
の
解
釈
と
定
義
　
2
0
0

（
７）
語
の
意
味
の
増
殖
　
2
0
4

（８）
物
的
な
も
の
の
名
と
概
念
－

「
阿
蘇
山
」「
鵜
」
－
　
2
1
2

付
論
②
　
抽
象
的
な
議
論
に
つ
い
て
　

２２２

第
３
節
　
言
葉
に
よ
る
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
－

意
味
事
象
が
織
り
成
す
世
界
－
　
2
2
6

（
１）
叙
述
文
　
2
2
6

（
２）
自
己
否
定
（
同
語
否
定
）
形
式
文
と
自
己
崩
壊
す
る
か
に
み
え
る
文
　
2
3
2

（
３）
同
語
反
復
形
式
の
文
　
２３６

（
４）
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
描
く
可
能
性
－

一
般
的
な
も
の
を
言
う
概
念
の
手
助
け
と
そ
の
概
念
か
ら
逸
脱
し
た
個
的
な
も
の－
　
2
4
5

（
５）
個
的
な
も
の
の
指
定
と
舞
台
　
2５３



（
６）

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

で

あ

る

こ

と

へ

の

目

配

せ
　
2
5
9

（
７）

現

実

の

中

の

フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

ー
フ

ィ

ク

シ

ョ

ン

と

い

う

現

実
　
2
6
2

第

５

章
　

想

い

浮

か

べ

と

意

味

事

象

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
2
7
3

第

１

節
　

想

い

浮

か

べ

る

こ

と
　
2
7
3

（
１
）
意
味
事
象
と
想
い
浮
か
べ
る
こ
と
　
2
7
3

（
２
）
想
い
浮
か
べ
は
空
間
形
式
を
伴
う
Ｉ
意
味
事
象
と
現
実
と
の
通
路
―
　
2
7
7

（
３
）
知
覚
で
き
る
事
象
に
つ
い
て
の
文
章
を
読
み
理
解
す
る
こ
と
・
想
い
浮
か
べ
る
こ
と
　
2
8
6

第

２

節
　

想

像

内

容

の

現

実

へ

の

接

続
　
2
9
0

(
１
)
文
章
か
ら
現
実
ヘ
―
想
い
浮
か
べ
と
行
動
―
　
2
9
0

(
２
)
間
取
り
図
―
想
い
浮
か
ぺ
か
ら
現
実
ヘ
―
　
２
９
３

(
３
)
場
所
の
挿
絵
―
も
う
一
つ
の
具
体
性
―
　
2
9
9

(
４
)
人
を
想
い
浮
か
べ
る
こ
と
と
挿
絵
　
３
０
５

(
５
)
「
公
正
（
さ
）
」
「
民
主
主
義
」
・
良
い
景
気
な
ど
に
関
し
て
想
い
浮
か
べ
る
こ
と
　
３
１
１

(
６
)
想
い
浮
か
べ
る
こ
と
の
効
用
　
３
１
６

(
７
)
音
の
無
い
音
楽
を
楽
し
む
・
内
語
　
３
２
２

第

Ⅲ

部
　

物

的

現

実

を

日

が

け

る

想

像

．

．
．

．

．

．

．

．
．
．

．

．

３２７

想

い

浮

か

べ

る

仕

方

で

の

想

像

と

諸

々

の

意

味

事

象

間

の

関

係

を

利

用

す

る

想

像

第

６

章
　

物

的

現

実

を

目

が

け

る

想

像

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

３２８

第

１

節
　

パ

ー

ス

ペ

ク

テ

ィ

ブ

的

構

造

を

も

つ

知

覚

空

間

と

運

動

空

間

と

の

関

係

に

由

来

す

る

想

像
　

３２８

(
１
)
体
の
外
に
位
置
す
る
も
の
―
知
覚
空
間
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
的
構
造
と
運
動
空
間
―
　
３
２
８

(
２
)
二
つ
の
知
覚
対
象
の
間
の
隔
た
り
―
遠
近
と
横
・
空
っ
ぽ
の
空
間
―
　
３
３
４

(
３
)
物
の
裏
側
に
つ
い
て
の
想
像
　
３
４
１

(
４
)
知
覚
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
・
隠
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
の
想
像
　
3
4
4

(
５
)
部
分
か
ら
全
体
を
想
像
す
る
　
3
4
8

(
６
)
物
的
事
象
の
配
置
の
想
像
―
行
動
の
手
助
け
と
行
動
か
ら
の
解
放
―
　
３
５
０

第
２
節
　
知
覚
空
間
の
狭
さ
ゆ
え
に
生
ま
れ
る
想
像
―

日
常
の
暮
ら
し
に
お
け
る
卑
近
な
想
像
・
世
界
の
涯
に
つ
い
て
の
想
像
－
　
3
5
4

第
３
節
　
人
間
の
知
覚
の
分
節
的
様
態
に
伏
在
す
る
こ
と
と
そ
の
構
造
に
由
来
す
る
想
像
－

意
味
作
用
－
　

３６０

(
１
)
人
間
の
知
覚
で
優
位
な
分
節
的
構
造
　
３
６
Ｏ

(
２
)
匂
い
か
ら
味
を
想
像
す
る
―
何
か
重
要
か
・
重
要
性
の
序
列
―
　
３
６
７

(
３
)
梨
を
い
つ
収
穫
す
る
か
―
Ａ
が
Ｂ
を
意
味
す
る
と
き
の
想
像
と
知
識
―
　
3
7
2

第
４
節
　
知
覚
空
間
で
横
の
関
係
に
あ
る
も
の
の
一
つ
が
他
の
何
か
を
想
像
さ
せ
る
　
3
7
8

(
１
)
犬
の
吠
え
声
が
聞
こ
え
て
身
構
え
る
人
、
懐
か
し
い
と
犬
の
方
に
向
か
う
人
、
来
訪
者
を
探
す
人
　
3
7
8

(
２
)
)
藤
の
花
が
咲
く
こ
ろ
イ
ワ
ナ
が
よ
く
釣
れ
る
―
運
動
空
間
で
固
定
的
位
置
関
係
に
あ
る
も
の
―
　
3
8
3

第
５
節
　
因
果
関
係
に
関
わ
る
想
像
　

３８７

(
１
)
柳
の
下
の
泥
鰌
・
カ
ツ
オ
ド
リ
と
鰹
の
群
れ
―
繰
り
返
し
を
求
め
て
―
　
３
８
７

(
２
)
二
つ
の
因
果
関
係
を
隠
し
も
つ
横
の
関
係
―
強
い
関
係
と
し
て
の
囚
果
関
係
―
　
３
９
２

(
３
)
因
果
関
係
は
単
純
で
は
な
い
－
結
果
の
予
想
・
原
囚
の
想
像
―
　
３
９
５

(
４
)
因
果
関
係
を
伸
ば
す
―
因
果
系
列
―
　
３
９
７

(
５
)
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
―
長
い
時
の
推
移
に
お
け
る
囚
果
連
鎖
―
　
3
9
9

第
６
節
　
自
然
科
学
に
お
け
る
想
像
―

質
の
処
理
と
存
在
の
概
念
―
　
4
0
1

(
１
)
生
じ
る
こ
と
と
生
じ
さ
せ
る
こ
と
と
の
間
―
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
の
発
酵
理
論
と
葡
萄
酒
醸
造
技
術
の
革
新
―
　
4
0
1

(
２
)
科
学
理
論
　
4
0
7



(
３
)
再
び
八
分
前
の
太
陽
－
運
動
空
間
の
知
覚
空
間
か
ら
の
分
離
と
居
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
―
　
4
3
7

(
４
)
分
節
的
知
覚
に
お
け
る
知
覚
的
質
と
そ
れ
ら
を
性
質
と
す
る
も
の
と
の
身
分
の
差
－
色
と
は
何
か
に
関
す
る
議
論
を
材
料
に
－
　
4
4
2

第
７
章
　
想
像
と
知
識
の
蓄
積
・
知
識
の
利
用
―
想
像
に
お
け
る
意
味
事
象
呼
び
出
し
の
方
向
と
知
識
の
集
約
・
知
識
の
有
り
よ
う
の
さ
ま
ざ
ま
－
…
…
…
…
…
…
４
６
１

(
１
)
「
桃
は
水
に
浮
く
」
「
水
は
桃
を
浮
か
ば
せ
る
」
　
4
6
1

(
２
)
連
想
（
取
り
留
め
の
な
い
想
像
）
―
内
容
の
知
識
の
一
部
へ
の
昇
格
・
方
向
の
自
在
さ
―
　
4
6
7

(
３
)
連
想
に
お
け
る
言
葉
の
関
与
－
「
鵜
呑
み
に
す
る
」
「
カ
バ
の
よ
う
な
男
だ
」
－
　
4
7
1

(
４
)
空
想
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
知
識
－
知
識
の
気
儘
な
連
結
・
構
成
的
想
像
－
　
4
7
4

(
５
)
想
像
内
容
と
知
識
内
容
と
の
同
質
性
再
び
　
4
7
9

(
６
)
雑
学
的
知
識
　
４
８
１

第

Ⅳ

部
　

人

と

人

が

関

与

し

た

も

の

に

対

す

る

敏

感

さ

と

想

像

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

４８５

第

８

章
　

人

と

い

う

知

覚

対

象

と

人

に

関

す

る

想

像

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
4
8
6

第
１
節
　

人
に
対
す

る
敏
感

さ
と
人

に
つ
い
て
の
想
像
　
4
8
6

(
１
)
人
の
体
の
知
覚
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
像
　
4
8
6

(
２
)
視
線
の
作
用
　
4
8
8

(
３
)
目
の
表
情
・
顔
の
表
情
　
4
9
2

(
４
)
「
目
は
囗
ほ
ど
に
も
の
を
言
い
」
・
「
目
は
心
の
窓
」
－
表
出
－
　
４
９
５

(
５
)
人
を
見
て
想
像
す
る
こ
と
１
－
心
の
状
態
（
感
情
や
考
え
…
…
）
―
　
４
９
９

(
６
)
人
を
見
て
想
像
す
る
こ
と
２
―
体
の
感
覚
と
付
帯
的
感
情
－
　
5
0
1

(
７
)
人
を
見
て
想
像
す
る
こ
と
３
－
行
動
と
意
図
や
意
欲
・
気
の
進
ま
な
さ
・
欲
望
等
－
　
5
0
3

(
８
)
人
を
見
て
想
像
す
る
こ
と
４
―
性
格
や
生
活
…
…
－
　
5
0
9

(
９
)
意
味
の
読
み
取
り
と
し
て
の
想
像
・
文
脈
と
し
て
の
状
況
　
5
1
1

第
２
節
　
己
に
つ
い
て
想
像
さ
せ
る
－

対
人
行
動
の
一
つ
の
様
式
と
し
て
の
自
己
表
現
－
　
5
1
3

(
１
)
表
情
や
仕
草
等
に
意
味
を
も
た
せ
る
・
想
像
さ
せ
る
―
人
に
対
す
る
働
き
か
け
－
　
５
１
３

(
２
)
働
き
か
け
の
目
標
－
中
継
点
と
し
て
の
想
像
さ
せ
る
こ
と
－
　
５
１
７

(
３
)
訴
え
と
演
技
と
　
5
1
9

(
４
)
体
の
生
物
的
条
件
と
大
が
自
分
で
ど
う
に
か
で
き
る
体
部
分
　
５
２
３

(
５
)
印
象
を
つ
く
り
出
す
－
体
・
髪
型
等
・
衣
服
・
装
身
具
…
…
表
情
・
立
ち
振
る
舞
い
－
　
5
2
5

(
６
)
「
場
」
の
中
で
の
服
装
と
起
居
振
る
舞
い
－
文
脈
と
し
て
の
「
場
」
と
「
状
況
」
と
の
違
い
－
　
５
３
0

(
７
)
行
動
を
見
せ
る
１
－
直
接
に
絹
子
に
働
き
か
け
る
　
　
　
５
３
5

(
８
)
行
動
を
見
せ
る
２
－
相
手
に
関
係
な
い
行
動
を
し
つ
つ
相
手
に
訴
え
る
－
　
5
4
0

第
９
章
　

人
が
関
与
し

て
残
し

た
も
の
の
意
味
を
探
す

…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…

５４６

第
１
節
　
人
が
関
与
し
た
も
の
に
対
す
る
敏
感
さ
と
そ
の
意
味
を
問
う
こ
と
・
見
つ
け
る
こ
と
　

５４６

(
１
)
「
こ
の
杭
は
何
だ
ろ
う
？
」
－
人
が
関
与
し
た
こ
と
へ
の
敏
感
さ
－
　
５
４
６

(
２
)
「
こ
の
杭
は
何
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
問
い
に
関
わ
る
想
像
の
働
き
と
意
味
の
さ
ま
ざ
ま
な
有
り
よ
う
　
５
５
３

(
３
)
馴
染
み
の
人
工
物
－
何
の
た
め
の
も
の
か
・
物
的
機
能
に
対
応
す
る
川
途
と
意
味
上
の
制
限
－
　
5
5
5

(
４
)
人
の
関
与
の
跡
・
徴
・
標
－
知
覚
世
界
の
二
層
化
－
　
５
５
９

(
５
)
人
工
物
に
よ
っ
て
誘
わ
れ
る
こ
と
　
５
６
５

第
２
節
　
行
動
の
二
面
性
を
引
き
継
ぐ
人
工
物
の
二
面
性
－

物
的
働
き
と
意
味
発
信
と
し
て
の
働
き
－
　
5
7
0

(
１
)
行
動
の
二
面
性
　
5
7
0

(
２
)
二
面
性
を
も
つ
道
具
等
　
5
7
3

第
３
節
　
選
択
す
る
も
の
と
し
て
の
人
間
理
解
・
責
任
と
権
利
－

生
じ
る
よ
う
に
生
じ
る
も
の
と
他
で
も
あ
り
得
た
も
の
－
　
5
7
5

(
１
)
責
　
任
　
5
7
5



２

権
　

利
　
5
7
8

第

Ｖ

部
　

像

．

．

．

．

．

．

．

．

．

．
．
．
．

．

．

５８１

－

空

間

規

定

を

作

り

出

す

・

像

と

そ

れ

が

意

味

す

る

事

柄

第

1 0

章
　

地
　

図

－

「

空

間

形

式

で

何

か

を

示

す

像

」

と

い

う

主

題

に

向

け

て

Ｉ

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
　

５８２

(
１
)
道
路
標
識
の
狸
の
絵
　

５
8

２

(
２
)
道
と
ヘ
ン
ゼ
ル
の
小
石
の
群
れ
と
地
図
―
知
覚
空
間
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
広
が
り
－
　

5
8

4

(
３
)
地
図
の
具
体
性
　

5
9
0

第

1 1

章
　

彫
　

像

－

現

実

世

界

の

一

メ

ン

バ

ー

と

し

て

創

り

出

さ

れ

た

も

の

と

し

て

何

か

を

表

す

－

…

…

…

…

…

…

…

…
　
5
9
7

第

１

節
　

彫

像

で

あ

る

た

め

の

条

件
　
5
9
7

(
１
)
何
か
が
見
え
て
、
そ
れ
を
像
と
し
て
見
る
①
－
彫
像
の
場
合
・
見
え
る
も
の
を
「
＊
＊
と
し
て
見
る
」
二
つ
の
仕
方
－
　
5
9
7

(
２
)
形
が
似
て
い
る
―
大
き
さ
と
色
は
？
－
　
６
０
３

(
３
)
似
て
い
る
だ
け
で
は
…
…
－
彫
像
と
彫
像
が
表
す
も
の
の
非
対
称
性
・
特
殊
な
意
味
事
象
―
　
6
0
6

(
４
)
彫
像
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
　

6
1

0

第

２

節
　

彫

像

が

設

定

す

る

虚

構

の

空

間

・

固

定

さ

れ

て

い

る

時

間
　
6
1
6

(
１
)
彫
像
の
組
み
合
わ
せ
―
一
つ
の
世
界
の
設
定
の
明
確
化
-
　
6
1
6

(
２
)
私
が
夢
み
る
野
外
彫
像
群
　

6
2
1

(
３
)
観
葉
植
物
そ
っ
く
り
の
イ
ン
テ
リ
ア
商
品
　

6
2
2

(
４
)
人
形
で
遊
ぶ
少
女
・
飯
事
－
見
立
て
－
　
6
2
4

(
５
)
彫
像
が
固
定
し
て
い
る
時
間
と
現
実
の
時
の
流
れ
の
中
に
置
く
こ
と
－
彫
像
と
い
う
性
格
が
副
次
的
に
な
る
―
　
6
2
9

(
６
)
博
物
館
が
提
供
す
る
恐
竜
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
・
模
型
　
６
３
２

第
３
節
　
彫
像
が
表
す
も
の
の
一
般
的
性
格
と
特
定
の
も
の
を
表
す
こ
と
と
　
６３３

(
１
)
彫
像
の
リ
ア
ル
さ
再
び
－
想
像
世
界
の
中
で
の
特
定
の
個
的
な
も
の
を
表
す
－
　
６
３
３

(
２
)
彫
像
が
表
し
て
い
る
も
の
を
現
実
に
存
在
す
る
（
し
た
）
も
の
と
し
て
了
解
す
る
場
合

－

言
葉
の
助
け
と
言
葉
を
信
頼
す
る
こ
と
－
　

６３６

(
３
)
彫
像
は
概
念
を
表
せ
る
か
Ｉ
モ
デ
ル
と
言
葉
と
－
　
６
３
８

(
４
)
彫
像
に
籠
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
レ
ー
ニ
ン
像
と
テ
ィ
ム
ー
ル
像
・
鎌
と
ハ
ン
マ
ー
の
像
－
　
6
4
2

(
５
)
標
と
い
う
用
途
に
向
か
っ
て
－
上
野
駅
に
置
か
れ
て
い
た
パ
ン
ダ
の
彫
像
－
　
6
4
7

第
1
2章
　

絵
－

強
く
制
約
さ
れ
た
想
像
・
場
所
の
問
題
－

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６５０

第
１
節
　
平
面
（
な
い
し
曲
面
）
に
お
け
る
形
と
色
－

或
る
も
の
を
単
独
で
描
い
た
絵
－
　
6
5
0

(
１
)
考
察
の
方
針
　
６
５
０

(
２
)
何
か
が
見
え
て
、
そ
れ
を
像
と
し
て
見
る
②
－
単
独
の
何
か
を
表
す
絵
の
場
合
・
彫
像
と
の
違
い
-
　
6
5
4

(
３
)
シ
ル
エ
ッ
ト
と
影
－
面
的
な
ー
纏
ま
り
と
し
て
の
最
も
大
き
な
輪
郭
－
　
6
6
1

(
４
)
平
板
さ
が
減
じ
た
影
絵
－
諸
部
分
の
輪
郭
と
配
置
・
意
味
事
象
を
呼
び
出
す
こ
と
－
　
6
6
6

(
５
)
複
数
の
影
絵
の
組
み
合
わ
せ
・
カ
ラ
ー
の
影
絵
　
6
8
0

(
６
)
塊
を
想
わ
せ
る
絵
－
図
に
対
す
る
地
で
は
な
い
場
所
の
重
要
性
－
　
６
８
３

(
７
)
二
つ
の
写
実
画
－
絵
が
誘
う
想
像
が
も
っ
制
約
の
内
実
と
二
次
的
想
像
－
　
6
9
0

(
８
)
二
次
的
な
想
像
と
場
所
の
広
が
り
Ｉ
存
在
感
あ
る
絵
－
　
7
0
2

第
２
節
　
多
数
の
も
の
を
描
い
た
絵
と
空
間
規
定
　
7
0
8

(
１
)
遠
近
と
横
・
空
っ
ぽ
の
空
間
　
7
0
8

(
２
)
キ
ャ
ン
バ
ス
の
上
部
と
下
部
－
描
か
れ
た
も
の
の
上
下
と
遠
近
と
－
　
７
１
１

(
３
)
キ
ャ
ン
バ
ス
を
見
る
人
の
位
置
－
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
と
地
面
の
見
え
方
・
道
の
絵
か
ら
地
図
ヘ
ー
　
7
1
8

(
４
)
道
の
絵
と
地
図
　
7
2
1



(
５
)
一
つ
の
世
界
を
立
ち
上
げ
る
―
多
数
の
も
の
を
描
く
具
象
画
・
或
る
も
の
の
場
所
の
確
定
と
一
つ
の
特
定
世
界
の
成
立
―
　
7
2
5

(
６
)
絵
の
内
容
の
特
定
性
が
現
実
の
何
か
と
結
び
つ
く
と
き
　
7
2
9

第
３

節
　
描

か
れ
た
も
の

の
理
解

か
ら
始
ま
る
二

次
的
想
像
－

絵
が
何
か
を
意
味
す
る
場
合
や
自
由
な
想
像
－
　
7
3
0

(
１
)
特
定
の
時
間
と
リ
ア
リ
テ
ィ
　
7
3
0

(
２
)
流
れ
る
時
間
を
絵
は
表
せ
る
か
―
連
作
と
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
・
紙
芝
居
・
絵
本
・
コ
マ
割
り
漫
画
―
　
7
3
5

(
３
)
先
立
っ
て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み
込
む
絵
―
歴
史
画
・
諷
刺
画
・
文
人
画
な
ど
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
二
次
的
想
像
―
　
７
４
３

(
４
)
主
題
を
も
っ
た
絵
と
単
な
る
写
実
画
あ
る
い
は
写
実
画
と
し
て
見
る
こ
と
　
7
4
6

(
５
)
標
の
機
能
を
も
つ
絵
―
単
純
化
・
デ
フ
ォ
ル
メ
―
　
7
5
1

付
論
③
　

鏡
に
映
っ
た
像
　
7
5
7

第
1
3
章
　

演
　

劇

―

虚
構

の
世
界

と
出
来

事

―

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
7
6
6

第
１

節
　

舞
台
－

観
客
に
と
っ
て

―
　
7
6
6

(
１
)
拵
え
物
な
ど
　
7
6
6

(
２
)
舞
台
―
場
所
の
設
定
―
　
7
7
0

第
２
節
　

演
劇

の
時
間
　
7
7
4

(
１
)
時
間
の
二
重
性
　
7
7
4

(
２
)
舞
台
の
時
間
の
流
れ
方
　
7
7
9

(
３
)
い
つ
の
時
代
か
　
７
８
３

第
３
節
　

演
技
者
　
7
8
5

(
１
)
観
客
に
と
っ
て
の
演
技
者
　
7
8
5

(
２
)
演
技
者
自
身
　
7
8
8

(
３
)
演
技
の
練
習
と
舞
台
で
の
演
技
　
7
9
1

(
４
)
二
重
性
を
保
つ
こ
と
と
統
制
―
脚
本
・
ご
っ
こ
遊
び
と
の
比
較
―
　
7
9
4

(
５
)
演
劇
の
主
題
と
覗
き
見
　
7
9
7

(
６
)
日
常
の
暮
ら
し
に
お
け
る
演
技
―
脚
本
の
な
い
演
技
―
　
7
9
9

(
７
)
祭
や
儀
式
と
演
技
．
現
代
の
職
業
と
演
技
　
8
0
5

第
４
節
　
自
ら
と
は
別
の
も
の
を
表
す
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
と
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
・
言
葉
の
関
与
　
8
0
9

(
１
)
脚
本
と
文
学
・
演
劇
の
中
の
他
の
作
品
に
お
け
る
科
白
や
所
作
　
8
0
9

(
２
)
演
劇
と
音
楽
・
音
楽
の
曲
名
と
歌
　
8
1
1

(
３
)
絵
の
中
に
差
し
挟
ま
れ
た
お
話
の
絵
と
お
話
・
風
刺
画
　
８
１
４

(
４
)
神
話
を
表
す
彫
像
・
建
造
物
一
般
　
８
１
５

結
　

び
　

自
己
像
と
哲
学
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
8
1
7

(
１
)
自
己
像
を
描
く
－
意
味
事
象
と
し
て
の
理
解
と
想
い
浮
か
べ
る
こ
と
―
　
8
1
7

(
２
)
自
己
像
を
思
う
と
き
・
自
分
の
自
己
像
を
誰
か
に
受
け
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
き
・
人
の
自
己
像
を
想
像
す
る
　
８
２
３

(
３
)
諸
々
の
自
己
像
に
序
列
は
あ
る
か
　
８
２
５

(
４
)
哲
　
学
　
8
2
7

本
書
執
筆

の
経
緯

に
つ
い
て

―

あ
と
が
き
に
代
え
て
―

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
８３５
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